
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

あすなろっこ

令和 7年７月１日発行 

社会福祉法人岡山こども協会 

あすなろこども園 

 

〒７０９－０８０２ 

岡山県赤磐市桜が丘西３－１４－１９ 

ＴＥＬ（０８６）９５５―５６６５ 

 6 月１９日に水あそび・どろんこを開始しまし

た。暑い日差しの中、冷たい水に触れて嬉しそう

にしていたこどもたち。 

  “はあとの約束”を守って、夏ならではの水あ

そびを思い切り楽しもう！！ 

プールのやくそく 

はあと 

 

は…はいるときは ゆっくりと 

あ…あるく 

と…ともだちとなかよくあそぶ  

 園では、保健衛生啓発活動としてキャラバンを行なっています。6 月の歯みがきキャラバンで

は、「虫歯ができやすい場所はどこかな？」とこどもたちに問いかけてみました。すると、「はとは

のあいだ」、「おくばにできる」という声が。日頃、お家でしっかりと歯みがきをしたり、仕上げ磨

きをしてくださったりする中で、歯みがきの習慣や知識が身についているな、と感じました。自分

で磨くと、歯ブラシを噛んでしまうこともが多いのですが、キャラバンの後は〝磨く″ことが上

手になりました。歯磨きへの意識が高まっています。 

看護師 平田 芽生 



 

 

 

 

  

  

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/PKkWQ34BoMA 

 

 延岡
のぶおか

 恵子
けいこ

 

きゅうしょくの 

じかん 

 

 

 

はな組（０歳児） 

ゆき組（１歳児） 

今月のテーマ 

～雨の日の過ごし方～ 

【材料・作りやすい分量】 

・薄力粉        200ｇ 

・ベーキングパウダー    8ｇ 

・三温糖         70ｇ 

・みかんジュース   150ｍｌ 

・サラダ油        40ｇ 

・みかん缶    60ｇ（10粒） 

【作り方】  

 ぜひQRコードを読み込んで見てくださいね！ 

※ご家庭で作る際は、蒸し器などを使用して 

約 15分蒸して作ってください。 

さっぱりみかん蒸しパン！

作ってみませんか？ 
 

『室内あそび（はな組保育室）』 

穴を見つけると、自分の指を入れてみたり、覗き込んで

みたりすることが好きなこどもたち。そこでチェーンリン

グのポットン落としを作りました。初めはチェーンを手の

平で握って持っていましたが、だんだんと親指と人差し

指、中指でつまみ、すぐに穴に玩具を入れられる子が増え

てきました。保育者が「入ったね」と拍手をするとこども

たちも拍手をし、喜ぶ姿が見られ、そこから穴に入るたび

に「入ったよ」と言わんばかりに自分で拍手をして楽しん

でいます。        

朝倉 満里奈 

 

『リズム』 

室内でもしっかり身体を動かして遊べる

ように、リズムあそびをしています。「おう

ま」や「うさぎ」「とんぼ」などのリズムは

4月から続けていることもあり、こどもたち

はお手のものです。最近は「かえる」や「か

め」「あひる」がお気に入りです。両足ジャ

ンプができる子も増えてきました。保育者の

まねをして身体を動かすことが楽しいゆき組

です。 

内田 菜月 

https://youtu.be/PKkWQ34BoMA


つき組（３歳児） 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にじ組（２歳児） 

ほし組（４歳児） 

『廃材でなりきりあそび』 

 つき組では廃材あそびが盛り上がっています。家

庭で出る、プリンカップやお菓子の箱などを見るだ

けでこどもたちはわくわくします。日頃よく目にす

る廃材を使うことで、普段しているままごとあそび

がより一層盛り上がります。 

 毛糸やフェルトで作った食材（かまぼこ、なると

など）を使って、お店屋さんの開店です。こどもた

ちオリジナルのメニューも開発され、こどもたちの

発想の面白さにも驚かされます。次はピザを作ろう

かな？と計画中です！ 

影山 美穂 

 

 

 

 

 
 

『感触あそび』 

 小麦粉粘土を作って遊びました。初めてや

った子も、家庭で触ったことがある子も材料

を混ぜるところからはなかなか経験がなかっ

たようで興味津々。始めのうちはドロドロで

すが、大胆に触ってみる子もいて、感触の変

化を楽しみました。 

 粘土状になるとこねたり、丸めたり、ちぎ

ったりしてしばらくの間遊びながら、「これは

ピザだよ」などと見立てる子もいて、ごっこ

あそびもできそうと感じました。 

室内だからできるあそびを工夫しながら繰

り返し楽しみたいと思っています。 

河合 比呂子 

つき組（3歳児） 

『自分たちで考えながら』 

 大人がカプラを重ねて積み上げてみると「何してる

の？僕もしたい！」「私も入れて」と興味を持ち始め

たこどもたち。すぐに重ね方を覚えてどんどん高くな

っていくカプラタワー。「牧さんより高くするぞ！」

と自分たちで目標を決めたり、高くて手が届かなくな

ると椅子を持ってきたりと自分たちで考えながら作っ

ていました。見事目標は達成され、「次は○○さんよ

り高くする！」と次なる目標を決めていました。  

牧 文香 

まずは 

小麦粉と水をまぜて 

粘土になったよ 

びろ～ん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援センター 

そら組（５歳児） 

学童クラブ 

『こつこつと』 

 そら組は、キャンプ前に自分のワッペンを作りま

す。ほし組では、○△□の形を使って絵を作ります

がそら組では、自分で描いた絵に折り紙を小さくち

ぎって作ります。まずは、ちぎって貼ってみる経験

をしようと準備をしていると「なにしてるの？」「ど

うやってするの？」と興味をもつこどもたち。自分

で折り紙の色を考えながら花や鳥、星の絵の中に貼

っています。室内あそびになると「ちぎり絵した

い」とリクエストがあるほどお気に入りのあそびに

なっています。 

ちぎった折り紙の大きさはまだまだ大きいです

が、繰り返し指先をしっかり使う経験をし、ワッペ

ン作りをしたいと思います。キャンプに向けて、楽

しみの一つです。 

岡本 未来 

『フラフープあそび』     

支援センターの部屋を飛び出してこども園の会議室で遊び

ました。フラフープをつないでジャンプして見せると、こども

たちもまねっこして挑戦！コツをつかむと何度も繰り返し楽

しんでいました。保護者と一緒にトンネルを作ると、恐る恐る

くぐり抜ける姿があり、くぐり終えた時には、できた！と、と

びきりの笑顔です。             土井 かおり 

こかげより（法人事務局） 

ホール・玄関から２階への階段と向かい、階段横廊下を左に折れると、「こかげ」の

部屋があります。法人にかかわる全てのひとがホッとできる場所を目指して「こかげ」

と名づけられました。ドアのステンドグラスで２匹のウサギがおいでとお待ちしてい

ます。 

谷本 昭彦 

『畑の野菜』 

 そらのやかたの庭でこどもたちと一緒に季節の野

菜を育てています。先日じゃがいもを収穫し「肉じ

ゃがにしたい」「フライドポテトがいい」などおいし

く食べる方法を考えていました。栽培していくうち

にだんだんと愛着が出てきて「水やりをしないと」

と気にかける様子も見られるようになりました。こ

れからもこどもたちと一緒に成長を見届けたいと思

います。   

原 尚平 


